
JP 5052467 B2 2012.10.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラックと、該ラックに収容される一又は複数の光接続ユニット装置と、外部から前記ラ
ックに引き込まれて前記光接続ユニット装置に接続される複数種の且つ種類毎に一又は複
数となる第一光コードと、前記光接続ユニット装置の前側で該光接続ユニット装置を構成
する異なる種類のユニット間を接続する複数の第二光コードと、前記光接続ユニット装置
から所定の数だけ前記ラックの外部に引き出される複数の第三光コードと、前記ラックの
一側部及び前記光接続ユニット装置の一側部間に縦方向にのびる光コード配線スペースと
を備え、
　前記光接続ユニット装置は、前記異なる種類のユニットとして、前記第一光コードの一
種を接続するとともに光カプラとしての機能を有する光カプラユニットと、前記第一光コ
ードの他種、前記第二光コードを前記第三光コードにスプライスする一又は複数の光スプ
ライスユニットとを含み、
　前記異なる種類のユニットは、積層して配置され、
　前記光カプラユニットは、ユニット前側を構成するカプラユニットフロントパネルを備
え、
　該カプラユニットフロントパネルは、複数の光アダプタを整列させてなるカプラユニッ
トアダプタ部を有し、
　前記光スプライスユニットは、ユニット前側を構成するスプライスユニットフロントパ
ネルと、該スプライスユニットフロントパネルの前面下部から前方に突出し前記スプライ
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スユニットフロントパネルの横方向にのびる余長棚とを備え、
　前記スプライスユニットフロントパネルは、複数の光アダプタを整列させてなるスプラ
イスユニットアダプタ部と、光アダプタのないアダプタ非設置部とを有し、
　前記余長棚は、前記アダプタ非設置部の前に縦方向に貫通する第二光コード用挿通孔を
有し、
　前記第一光コードは、前記光コード配線スペースに縦配線され且つ前記余長棚に横配線
されるとともに前記スプライスユニットアダプタ部を介して前記光スプライスユニットに
接続され、
　前記第二光コードは、前記カプラユニットアダプタ部を介して前記光カプラユニットに
接続され且つ前記第二光コード用挿通孔に挿通されて前記光コード配線スペースに縦配線
される前記第一光コードと異なる縦配線として前記光カプラユニット及び前記光スプライ
スユニットを繋ぐ
　ことを特徴とする光配線盤。
【請求項２】
　請求項１に記載の光配線盤において、
　前記アダプタ非設置部は、前記第二光コードを挿通するための開口部を前記第二光コー
ド用挿通孔の位置に合わせて有し、前記開口部に挿通される前記第二光コードは、余長を
持たせた状態で前記光スプライスユニットの内部において接続される
　ことを特徴とする光配線盤。
【請求項３】
　請求項２に記載の光配線盤において、
　前記第二光コード用挿通孔は、前記第二光コードを前記光スプライスユニットの横側に
引き出し可能とする開放部分を有する略コ字状のスリット形状に形成される
　ことを特徴とする光配線盤。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３いずれか記載の光配線盤において、
　前記余長棚における前記アダプタ非設置部の前となる部分は、前記第二光コード用挿通
孔の他に、該第二光コード用挿通孔よりも前方に配置形成されて前記第一光コードを横配
線するための第一光コード用横配線部を有する
　ことを特徴とする光配線盤。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４いずれか記載の光配線盤において、
　前記第二光コードは、設置後に変更のない固定配線可能な特定回線となる光コードであ
る
　ことを特徴とする光配線盤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ラックに収容される一又は複数の光接続ユニット装置を備えるとともに、こ
の光接続ユニット装置を構成する光スプライスユニット及び光カプラユニットを光コード
で複数接続してなる光配線盤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の光配線盤は、ラックと、このラックに収容される一又は複数の光接続ユニット装
置と、外部からラックに引き込まれて光接続ユニット装置に接続される光ファイバケーブ
ルと、光接続ユニット装置から引き出される複数の光コードを束状にしてなる光コード束
とを備えて構成されている（例えば下記特許文献１に開示された光配線盤が参考になる）
。このような構成の光配線盤は、ラックの一側部と光接続ユニット装置の一側部との間に
縦方向にのびる光コード配線スペースを有している。光コード配線スペースには、光コー
ド束が縦配線されるようになっている。
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【特許文献１】特開２００１－４８４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、ラック内の高密度化に伴って光コードの量が多くなってきている。これにより、
光コード束が増量することから、光コード配線スペースに光コード束が収まらなくなって
しまうという恐れを有している。光コード配線スペースを大きく取ればよいことであるが
、ラックの横方向の幅を狭めたいという要望もあることから、十分な対策がなされてない
のが現状である。
【０００４】
　この他、光コード束が増量すると当然ながら重くなってしまうことから、例えば光コー
ド束に係る固定作業が困難になるという問題点も有している。
【０００５】
　本発明は、上記した事情に鑑みてなされたもので、ラック内の高密度化に伴う光コード
の増量に対応可能な光配線盤を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するためになされた請求項１記載の本発明の光配線盤は、ラックと、該
ラックに収容される一又は複数の光接続ユニット装置と、外部から前記ラックに引き込ま
れて前記光接続ユニット装置に接続される複数種の且つ種類毎に一又は複数となる第一光
コードと、前記光接続ユニット装置の前側で該光接続ユニット装置を構成する異なる種類
のユニット間を接続する複数の第二光コードと、前記光接続ユニット装置から所定の数だ
け前記ラックの外部に引き出される複数の第三光コードと、前記ラックの一側部及び前記
光接続ユニット装置の一側部間に縦方向にのびる光コード配線スペースとを備え、
　前記光接続ユニット装置は、前記異なる種類のユニットとして、前記第一光コードの一
種を接続するとともに光カプラとしての機能を有する光カプラユニットと、前記第一光コ
ードの他種、前記第二光コードを前記第三光コードにスプライスする一又は複数の光スプ
ライスユニットとを含み、
　前記異なる種類のユニットは、積層して配置され、
　前記光カプラユニットは、ユニット前側を構成するカプラユニットフロントパネルを備
え、
　該カプラユニットフロントパネルは、複数の光アダプタを整列させてなるカプラユニッ
トアダプタ部を有し、
　前記光スプライスユニットは、ユニット前側を構成するスプライスユニットフロントパ
ネルと、該スプライスユニットフロントパネルの前面下部から前方に突出し前記スプライ
スユニットフロントパネルの横方向にのびる余長棚とを備え、
　前記スプライスユニットフロントパネルは、複数の光アダプタを整列させてなるスプラ
イスユニットアダプタ部と、光アダプタのないアダプタ非設置部とを有し、
　前記余長棚は、前記アダプタ非設置部の前に縦方向に貫通する第二光コード用挿通孔を
有し、
　前記第一光コードは、前記光コード配線スペースに縦配線され且つ前記余長棚に横配線
されるとともに前記スプライスユニットアダプタ部を介して前記光スプライスユニットに
接続され、
　前記第二光コードは、前記カプラユニットアダプタ部を介して前記光カプラユニットに
接続され且つ前記第二光コード用挿通孔に挿通されて前記光コード配線スペースに縦配線
される前記第一光コードと異なる縦配線として前記光カプラユニット及び前記光スプライ
スユニットを繋ぐ
　ことを特徴としている。
【０００７】
　このような特徴を有する本発明によれば、光コード配線スペースに複数の第一光コード
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と複数の第二光コードとを例えば一つの束状にして縦配線するのではなく、第一光コード
と第二光コードとを分けて、第一光コードの方を光コード配線スペースに縦配線する。第
二光コードの方は、光スプライスユニットに第二光コード用挿通孔を有することから、こ
れを用いて光接続ユニット装置の前側に縦配線する。本発明によれば、第一光コードと第
二光コードは別配線になることから、光コード配線スペースに縦配線される光コードの量
は、第二光コードの分だけ少なくなる。
【０００８】
　本発明は、光コード配線スペースとは別に第二光コードの縦配線専用スペースとして第
二光コード用挿通孔を有し、これによって光コード配線スペースでの光コードの増量に対
応することを可能にする。
【０００９】
　請求項２記載の本発明の光配線盤は、請求項１に記載の光配線盤において、前記アダプ
タ非設置部は、前記第二光コードを挿通するための開口部を前記第二光コード用挿通孔の
位置に合わせて有し、前記開口部に挿通される前記第二光コードは、余長を持たせた状態
で前記光スプライスユニットの内部において接続されることを特徴としている。
【００１０】
　このような特徴を有する本発明によれば、光スプライスユニットにおいて、第二光コー
ドとのコネクタ接続をなくし、例えば内部で融着したりメカニカルスプライスをしたりす
る接続構造を採用する。本発明によれば、コネクタ接続の箇所を減らすことにより、光損
失の減少を図ることを可能にする。本発明によれば、第二光コードは余長を有することか
ら、この余長の分だけ開口部から引き出せるようになり、以下に記載の他の特徴に有用と
なる。
【００１１】
　請求項３記載の本発明の光配線盤は、請求項２に記載の光配線盤において、前記第二光
コード用挿通孔は、前記第二光コードを前記光スプライスユニットの横側に引き出し可能
とする開放部分を有する略コ字状のスリット形状に形成されることを特徴としている。
【００１２】
　このような特徴を有する本発明によれば、第二光コード用挿通孔をスリット形状にする
ことにより、第二光コードを光スプライスユニットの横側に引き出せる。
【００１３】
　請求項４記載の本発明の光配線盤は、請求項１ないし請求項３いずれか記載の光配線盤
において、前記余長棚における前記アダプタ非設置部の前となる部分は、前記第二光コー
ド用挿通孔の他に、該第二光コード用挿通孔よりも前方に配置形成されて前記第一光コー
ドを横配線するための第一光コード用横配線部を有することを特徴としている。
【００１４】
　このような特徴を有する本発明によれば、第一光コード用横配線部と第二光コード用挿
通孔とにより、第一光コードの配線位置と、第二光コードの配線位置とを明確に分けるよ
うにする。第一光コードと第二光コードは、配線位置が異なるとともに横配線と縦配線と
で配線方向も異なることから、これらを区別することは容易である。
【００１５】
　請求項５記載の本発明の光配線盤は、請求項１ないし請求項４いずれか記載の光配線盤
において、前記第二光コードは、設置後に変更のない固定配線可能な特定回線となる光コ
ードであることを特徴としている。
【００１６】
　このような特徴を有する本発明によれば、例えばＴＶ用回線などの設置後に変更のない
固定配線可能な特定回線を第二光コードとする。
【００１７】
　尚、本発明の光配線盤は、以上のような特徴の他に、次の（１）～（４）のような特徴
も挙げることができる。
【００１８】
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　（１）上記請求項３に記載の光配線盤において、前記光スプライスユニットは、前記開
放部分を介して前記第二光コードを横側に引き出した後にユニット全体を前方にスライド
させることを可能とするスライド機構を有することを特徴とする。
【００１９】
　このような特徴によれば、第二光コード用挿通孔に縦配線されていた第二光コードを光
スプライスユニットの横側に引き出すと、光スプライスユニットの前には第二光コードが
存在しなくなる。光スプライスユニットにスライド機構を持たせることにより、光スプラ
イスユニットを前方にスライドさせることができるようになることから、ユニット内部に
対する作業等を容易に行うことができる。
【００２０】
　（２）上記請求項４に記載の光配線盤において、前記光スプライスユニットは、前記第
二光コード用挿通孔の上側及び前記第一光コード用横配線部に光コード保持手段を有する
ことを特徴とする。
【００２１】
　このような特徴によれば、第二光コード及び第一光コードをそれぞれ保持して配線位置
の安定化を図るとともに、第二光コード及び第一光コードをより区別し易くすることがで
きる。
【００２２】
　（３）上記（２）に記載の光配線盤において、前記光コード保持手段は、略コ字状の枠
状本体部と、該枠状本体部の開放部分に着脱自在となるブリッジ状の抜け止め部とを有し
、且つ前記第二光コード用挿通孔の上側で使用する場合は横向きになるとともに、前記第
一光コード用横配線部で使用する場合は上向きとなる光コードホルダーであることを特徴
とする。
【００２３】
　このような特徴によれば、光コードホルダーを用いこの使用の際の向きを変えることで
配線位置の更なる安定化を図ることができる。この特徴によれば、第二光コードは第一光
コードの配線位置に位置ズレすることがなく、また、第一光コードも第二光コードの配線
位置に位置ズレすることはない。尚、光コード保持手段として例えば面テープ等を用いる
ことも可能である（光コード保持手段を第二光コード用挿通孔の上側や第一光コード用横
配線部に固定する場合、面テープよりも光コードホルダーの方が構造上、固定し易い）。
【００２４】
　（４）上記請求項１ないし請求項４いずれか記載の光配線盤において、前記アダプタ非
設置部は、前記スプライスユニットフロントパネルの横方向の一方の端部位置、又は両方
の端部位置に配置形成され、前記第二光コード用挿通孔は前記アダプタ非設置部の配置に
応じてこの前に形成されることを特徴とする。
【００２５】
　このような特徴によれば、例えば仕様に応じて第二光コードの縦配線位置を選択するこ
とができる。
【発明の効果】
【００２６】
　請求項１に記載された本発明によれば、光コード配線スペースとは別に第二光コードを
縦配線するためのスペースとして第二光コード用挿通孔を有することから、光コード配線
スペースに縦配線する光コードの量を減らすことができる。従って、ラック内の高密度化
に伴う光コードの増量に対応することができるという効果を奏する。
【００２７】
　また、本発明によれば、光コード配線スペースに縦配線する光コードの量を減らすこと
により、ラックの横方向の幅を狭めて小型化を図ることができるという効果も奏する。さ
らに、本発明によれば、第一光コードと第二光コードとを分けることにより、回路切替に
伴う光コードの回線番号を判別し易くすることができるという効果も奏する。
【００２８】
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　請求項２に記載された本発明によれば、第二光コードに係る部分のより良い構造を提供
することができるという効果を奏する。この構造のうち、コネクタ接続の箇所を減らすこ
とにおいては、光損失の減少を図ることができるという効果を奏する。
【００２９】
　請求項３に記載された本発明によれば、第二光コードを縦配線するための第二光コード
用挿通孔のより良い構造を提供することができるという効果を奏する。この構造によって
、第二光コードを光スプライスユニットの横側に引き出すことができるという効果を奏す
る。
【００３０】
　第二光コードを光スプライスユニットの横側に引き出した後、光スプライスユニットを
前方にスライドさせれば、ユニット内部に対する作業等を容易に行うことができるという
効果も奏する。
【００３１】
　請求項４に記載された本発明によれば、第一光コードと第二光コードとを区別するため
のより良い構造を提供することができるという効果を奏する。この構造によって、例えば
誤配線等をなくすことができるという効果を奏する。
【００３２】
　請求項５に記載された本発明によれば、第二光コードのより良い形態を挙げることがで
きるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、図面を参照しながら説明する。図１は本発明の光配線盤の一実施の形態を示す図
であり、（ａ）は光配線盤の模式的な構成図、（ｂ）は第一光コードと第二光コードとが
交差する部分の模式図である。
【００３４】
　また、図２は光接続ユニット装置の斜視図、図３は光接続ユニット装置の配線状態を示
す図、図４はアダプタ非設置部をこの上方から見た斜視図、図５は光スプライスユニット
をスライドさせた状態の斜視図である。
【００３５】
　図１（ａ）において、引用符号１は本発明の光配線盤を示している。光配線盤１は、本
形態において、数多くの部屋を有する集合住宅に設置されている（一例であるものとする
）。光配線盤１は、背景技術の欄で挙げた特許文献１の光配線盤や、公知の光成端架など
と次の点で異なっている。すなわち、光コードの配線に係る構造が異なっている。本発明
においては、光コードの配線に係る構造に特徴を持たせることで、例えば光コードの増量
に対応することができるようになっている。
【００３６】
　光配線盤１は、ラック２と、このラック２に収容される複数（一つであっても良いもの
とする）の光接続ユニット装置３と、外部からラック２に引き込まれる第一光コード束４
と、光接続ユニット装置３の前側で縦配線される第二光コード束５と、光接続ユニット装
置３から所定の数（ここでは集合住宅の部屋数）だけラック２の外部に引き出される第三
光コード６と、ラック２の一側部７及び光接続ユニット装置３の一側部８間に縦方向にの
びる光コード配線スペース９とを備えて構成されている。
【００３７】
　光配線盤１は、光コード配線スペース９に第一光コード束４が縦配線されるとともに、
上記の如く、光接続ユニット装置３の前側で第二光コード束５が縦配線されるようになっ
ている。
【００３８】
　第一光コード束４は、光接続ユニット装置３に接続される複数種の、且つ種類毎に一又
は複数となる第一光コード４ａ、４ｂを束ねることによりなっている。第一光コード４ａ
は、本形態において、例えばＩＳＰ（インターネットサービスプロバイダ）からの光コー
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ドやインターホンからの光コードなどであって、これらは各々部屋数分だけ外部から引き
込まれるようになっている。一方、第一光コード４ｂは、本形態において、ＴＶ用回線と
しての光コードであって、光接続ユニット装置３の数分だけ外部から引き込まれるように
なっている。
【００３９】
　第二光コード束５は、光接続ユニット装置３を構成する異なる種類のユニット（後述す
る）間を接続するための複数の第二光コード５ａを束ねることによりなっている。
【００４０】
　光コード配線スペース９に縦配線される光コード束（光コードの束）に関し、第一光コ
ード束４と第二光コード束５とを合わせた量では非常に太いものとなってしまう（非常に
太い状態は図６を参照しながら後述する）。そこで、本発明の光配線盤１では改良がなさ
れ、光コード配線スペース９の縦配線は第一光コード束４のみとなっている。従って、後
の説明からも分かるようになるが、光コード配線スペース９に縦配線される光コード束の
量を第二光コード束５の分だけ減量することができる。
【００４１】
　上記光コード束の減量は、光接続ユニット装置３において、第一光コード４ａを横配線
するための余長棚１０に第二光コード用挿通孔１１を形成し（図１（ｂ）参照）、この第
二光コード用挿通孔１１に第二光コード束５を挿通して縦配線することにより、実現でき
るようになっている。もう少し具体的に説明すると、第二光コード束５は、集合住宅にお
いて固定配線される光コード、言い換えれば強制加入となるＴＶ用回線などの設置後に変
更を行わない光コード（第二光コード５ａ）を束ねてなるものであって、この第二光コー
ド束５を第二光コード用挿通孔１１に挿通し第一光コード束４と異なる配線位置にするこ
とによって、光コード配線スペース９に縦配線される光コード束の量を減量することがで
きるようになっている。
【００４２】
　以下、図１ないし図５を参照しながら光配線盤１を構成する上記の各構成部材について
説明する。尚、説明に当たり、図１中の矢印Ｐを縦方向（上下方向）、矢印Ｑを横方向（
左右方向）、紙面に垂直となる方向を前後方向（矢印ＰとＱとが交差する位置の点Ｒがこ
れに相当する）とするものとする。
【００４３】
　上記ラック２は、縦長の筐体であって、この天井部１４から第一光コード束４を内部へ
引き込むことができるように形成されている。また、各部屋に向けて第三光コード６を引
き出す（例えばラック２の背面部から引き出す）ことができるようにも形成されている。
ラック２は、本形態において、１９インチラックとして形成されている。
【００４４】
　上記光接続ユニット装置３は、これを構成する異なる種類のユニットとして、第一光コ
ード４ｂを接続するとともに光カプラとしての機能を有する光カプラユニット１５と、第
一光コード４ａ、第二光コード５ａを第三光コード６にスプライスする複数の光スプライ
スユニット１６とを備えて構成されている（光スプライスユニット１６を個別に説明する
場合は、１６ａ～１６ｄの符号を用いるものとする。尚、ユニット数は一例であるものと
する。複数でなく一つでも可能）。光接続ユニット装置３は、本形態において、光カプラ
ユニット１５を一番下にして、この上に四つの光スプライスユニット１６ａ～１６ｄを積
層するような配置にて構成されている。
【００４５】
　光カプラユニット１５は、光カプラとしての機能を有しており、第一光コード４ｂが接
続されている。光カプラユニット１５は、この内部で第一光コード４ｂを所定の数に分配
することができるように構成されている。本形態においては、１２８心に分配することが
できるようになっている（数は一例であるものとする。以下、この１２８心を前提にして
説明をする）。
【００４６】



(8) JP 5052467 B2 2012.10.17

10

20

30

40

50

　光カプラユニット１５は、上記の分配等がなされるユニット本体１７と、このユニット
本体１７の前側を構成するカプラユニットフロントパネル１８と、カプラユニットフロン
トパネル１８の前面下部から前方に突出して横方向にのびる余長棚１９とを備えて構成さ
れている。カプラユニットフロントパネル１８は、上記の分配部分との接続を行うことが
できるように構成されている。
【００４７】
　カプラユニットフロントパネル１８は、ほぼこの全体がカプラユニットアダプタ部２０
として形成されている。カプラユニットアダプタ部２０は、複数の光アダプタ（例えば公
知のＳＣアダプタ）を整列させることによって形成されている。具体的には、８個の光ア
ダプタを縦方向に並べてなる光アダプタ列２１を横方向に所定の間隔で１６個並べること
により形成されている。尚、光アダプタ列２１の並びに関しては、図７（ｃ）が参考にな
るものとする（図２では紙面の関係上、３列分だけ間引いて図示している）。本形態にお
いて、一番左側の光アダプタ列２１は、回線番号１～８に対応するようになっている。ま
た、左から二番目の光アダプタ列２１は、回線番号９～１６に対応、…、一番右側の光ア
ダプタ列２１は、回線番号１２１～１２８に対応するようになっている。
【００４８】
　カプラユニットユニットフロントパネル１８の前面下部に設けられる余長棚１９は、カ
プラユニットアダプタ部２０の光アダプタに接続される第二光コード５ａの横配線に使用
することができるように形成されている。余長棚１９は、上記前面下部から突出する平板
状の部分と、この部分の前端を上方に折り曲げてなる壁状部分とを有するように形成され
ている（余長棚１９の左右両端は、壁のない開放された状態に形成されている）。
【００４９】
　余長棚１９の左右両端位置と、中央位置には、第二光コード５ａを束状に保持するため
の光コード束ホルダー２２が設けられている（光コード束ホルダー２２の構造に関しては
後述する）。光コード束ホルダー２２は、光カプラユニット１５の場合、必要に応じて用
いられるようになっている。
【００５０】
　第二光コード５ａ（図３（ｂ）参照）は、この一端にコネクタ（図示省略。例えば公知
のＳＣコネクタ）を有している。第二光コード５ａは、コネクタを介して対応する光アダ
プタに接続することができるようになっている。このような第二光コード５ａの他端は、
光スプライスユニット１６の内部に引き込まれて融着されるような構造になっている。
【００５１】
　図３（ｂ）において、引用符号２３ａは回線番号１～３２の光アダプタにコネクタ接続
される部分を示している（コネクタ接続部分２３ａ）。また、引用符号２３ｂは回線番号
３３～６４の光アダプタにコネクタ接続される部分を、引用符号２３ｃは回線番号６５～
９６の光アダプタにコネクタ接続される部分を、引用符号２３ｄは回線番号９７～１２８
の光アダプタにコネクタ接続される部分を示している（コネクタ接続部分２３ｂ～２３ｄ
）。
【００５２】
　引用符号５はコネクタ接続部分２３ａ～２３ｄに対応する複数の第二光コード５ａ（５
ａ－１～５ａ－４）を縦方向に束ねてなる第二光コード束を示している。第二光コード束
５は、第二光コード用挿通孔１１に挿通されて縦配線される光コードの束となっている（
１２８心分の第二光コード５ａの束となっている）。
【００５３】
　第二光コード束５を構成する第二光コード５ａ－１（５ａ）は、光スプライスユニット
１６ｄに引き込まれて所定の接続（ここでは融着。以下同様）がなされるようになってい
る。また、第二光コード５ａ－２（５ａ）～５ａ－４も光スプライスユニット１６ｃ、１
６ｂ、１６ａにそれぞれ引き込まれて上記同様の接続がなされるようになっている。
【００５４】
　図２において、光スプライスユニット１６は、第一光コード４ａや第二光コード５ａを
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第三光コード６（図１参照）にスプライスするユニットであって、特に図示しないが内部
に上記のようなスプライスの部分を有している。
【００５５】
　光スプライスユニット１６は、上記スプライスの部分を収容するユニット本体２４と、
このユニット本体２４の前側を構成するスプライスユニットフロントパネル２５と、スプ
ライスユニットフロントパネル２５の前面下部から前方に突出して横方向にのびる余長棚
１０とを備えて構成されている。スプライスユニットフロントパネル２５は、第一光コー
ド４ａ（図３（ａ）参照）との接続を行うことができるように構成されている。
【００５６】
　スプライスユニットフロントパネル２５は、複数の光アダプタを整列させてなるスプラ
イスユニットアダプタ部２６と、光アダプタのないアダプタ非設置部２７とを有している
。
【００５７】
　スプライスユニットアダプタ部２６は、８個の光アダプタを縦方向に並べてなる光アダ
プタ列２８を横方向に所定の間隔で１２個並べることにより形成されている。尚、光アダ
プタ列２８の並びに関しては、図７（ａ）が参考になるものとする（図２では紙面の関係
上、３列分だけ間引いて図示している）。本形態において、一番左側の光アダプタ列２８
は、回線番号１～８に対応するようになっている。また、左から二番目の光アダプタ列２
８は、回線番号９～１６に対応、…、一番右側の光アダプタ列２８は、回線番号８９～９
６に対応するようになっている。
【００５８】
　アダプタ非設置部２７は、スプライスユニットフロントパネル２５の右側に配置形成さ
れている（尚、上記右側は本発明以前の場合、光カプラユニットからの光コードがコネク
タ接続される光アダプタ列を４つ有する部分であった）。アダプタ非設置部２７は、第二
光コード束５を構成する第二光コード５ａを内部に引き込むための挿通部分を有するよう
に形成されている。具体的には、第二光コード５ａを挿通するための開口部２９が一つ形
成されている。
【００５９】
　第二光コード５ａは、開口部２９に挿通された後に、余長３０（図４参照）を持たせた
状態で光スプライスユニット１６の内部に収容されるようになっている。開口部２９は、
この開口幅を、図２及び図４に示す如く若干幅広く設定しても良いし、図７（ａ）に示す
如く狭く設定しても良いものとする。アダプタ非設置部２７は、開口部２９の左側の縁部
から前方に突出する壁３１を有している（壁３１については後述する）。
【００６０】
　スプライスユニットフロントパネル２５の前面下部に設けられる余長棚１０は、スプラ
イスユニットアダプタ部２６の光アダプタに接続される第一光コード４ａの横配線に使用
することができるように形成されている。また、余長棚１０は、この右側（アダプタ非設
置部２７の前）に第二光コード用挿通孔１１を有して第二光コード束５を縦配線すること
ができるように形成されている（図１（ｂ）及び図４参照）。余長棚１０は、上記前面下
部から突出する平板状の部分と、この部分の前端を上方に折り曲げてなる壁状部分とを有
するように形成されている（余長棚１０の左右両端は壁のない開放された状態に形成され
ている）。
【００６１】
　余長棚１０におけるアダプタ非設置部２７の前となる部分には、上記の如く、第二光コ
ード用挿通孔１１が形成されている。この第二光コード用挿通孔１１は、縦方向に貫通す
るように形成されている。また、第二光コード用挿通孔１１は、余長棚１０の右端から切
り欠いて略コ字状のスリット形状となるように形成されている。第二光コード用挿通孔１
１は、第二光コード束５の太さに対応可能な大きさに形成されている。第二光コード用挿
通孔１１は、略コ字状に形成されている。また、第二光コード用挿通孔１１は、略コ字状
に形成されることにより、開放部分を有している。従って、第二光コード束５を光スプラ
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イスユニット１６の横側に引き出しすることができるような形状に形成されている。
【００６２】
　壁３１は、第二光コード用挿通孔１１における開放部分の反対側となる縁部の位置に配
置されている（図４参照）。壁３１は、上記縁部から立ち上がるように形成されている。
【００６３】
　図４において、余長棚１０におけるアダプタ非設置部２７の前となる部分には、第二光
コード用挿通孔１１の他に第一光コード用横配線部３２が形成されている。第一光コード
用横配線部３２は、第二光コード用挿通孔１１よりも前方に配置形成されて第一光コード
４ａを横配線することができるようになっている。
【００６４】
　余長棚１０は、第一光コード用横配線部３２及び第二光コード用挿通孔１１を形成する
ことにより、第一光コード４ａの配線位置と、第二光コード５ａの配線位置とを明確に分
けることができるようになっている。第一光コード４ａ及び第二光コード５ａは、配線位
置が異なるとともに、横配線と縦配線とで配線方向も異なることから、これらを区別する
ことは容易な状態になっている。
【００６５】
　余長棚１０の左端位置、中央位置、及び第一光コード用横配線部３２には、第一光コー
ド４ａを束状に保持するための光コード束ホルダー２２が着脱自在に設けられている。ま
た、壁３１にも光コード束ホルダー２２が着脱自在に設けられている。壁３１の光コード
束ホルダー２２は、第二光コード５ａを束状に保持するために第二光コード用挿通孔１１
の上側に設けられている。
【００６６】
　光コード束ホルダー２２は、略コ字状の枠状本体部２２ａと、この枠状本体部２２ａの
開放部分に着脱自在となるブリッジ状の抜け止め部２２ｂとを有している。光コード束ホ
ルダー２２は、壁３１（第二光コード用挿通孔１１の上側）の場合、図４に示す如く、横
向きで使用するようになっている。また、この他の第一光コード用横配線部３２などの場
合は、上向きで使用するようになっている。
【００６７】
　第一光コード４ａは、この両端にそれぞれコネクタ（図示省略。例えば公知のＳＣコネ
クタ）を有している。第一光コード４ａの一端は、コネクタを介してスプライスユニット
アダプタ部２６の対応する光アダプタに接続することができるようになっている。他端は
、光配線盤１の外部で使用されるようになっている。
【００６８】
　図５において、光スプライスユニット１６は、特に図示しないが、スライド機構を有し
ている。もう少し詳しく説明すると、光スプライスユニット１６は、第二光コード用挿通
孔１１の上記開放部分を介して第二光コード束５を横側に引き出した後に、ユニット全体
を前方にスライドさせることができるようなスライド機構を有している（第二光コード用
挿通孔１１を略コ字状に形成し、第二光コード束５を横側に引き出せるようにしたことか
ら、光スプライスユニット１６をスライド可能にすることができる）。尚、第二光コード
束５の引き出しは、光コード束ホルダー２２の抜け止め部２２ｂを外して横方向へ引っ張
るだけで簡単に行うことができる。
【００６９】
　ところで、本発明に係る光接続ユニット装置３の前面は、アダプタ非設置部２７を有す
ることから、光アダプタの数が本発明以前と比べて削減されている。すなわち、本発明に
おいては、光スプライスユニット１６にコネクタ接続することなく第二光コード５ａを引
き込む構造を有することから、この分だけコネクタ接続部分を削減することができる（コ
スト低減になる）。
【００７０】
　コネクタ接続部分を削減することに関しては、光損失の生じる部分の減少に繋がること
から、本発明は有用な構造を備えているといえる。
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【００７１】
　図３（ａ）において、引用符号３３ａは回線番号１～３２の光アダプタにコネクタ接続
される部分を示している（コネクタ接続部分３３ａ）。また、引用符号３３ｂは回線番号
３３～６４の光アダプタにコネクタ接続される部分を、引用符号３３ｃは回線番号６５～
９６の光アダプタにコネクタ接続される部分を示している（コネクタ接続部分３３ｂ～３
３ｃ）。
【００７２】
　引用符号４は、コネクタ接続部分３３ａ～３３ｃに対応する複数の第一光コード４ａと
、光カプラユニット１５に接続される第一光コード４ｂとを縦方向に束ねてなる第一光コ
ード束を示している。第一光コード束４は、光コード配線スペース９（図１参照）に縦配
線される光コードの束となっている（本形態においては、光スプライスユニット１６が４
つあることから、９６×４＝３８４心分の光コードを有し、さらには、光接続ユニット装
置３の数分の第一光コード４ｂを有することから、これらを加えた量（３８４＋α）とな
る光コードの束になっている）。
【００７３】
　本形態において、光コード配線スペース９（図１参照）に縦配線される光コードの束は
、上記の如く３８４心＋αとなっている。これに対し、本発明以前においては、５１２心
＋α分の光コードの束となってしまう。ここで、図６の比較例を参照しながら上記の５１
２心＋αについてもう少し詳しく説明すると、縦配線される光コードの束５１は、複数の
第二光コード５２（５２ａ～５２ｄ）を束ねてなる第二光コード束５３と、複数の第一光
コード５４（５４ａ～５４ｄ）及び第一光コード５５を束ねてなる第一光コード束５６と
を備えており、これらを更に束ねることによって５１２心＋αの量で形成されている（非
常に太い状態といえる）。
【００７４】
　尚、第一光コード５５は、ＴＶ用回線などの設置後に変更を行わない光コードであり、
光カプラユニットの所定位置に接続されるものとする。第一光コード５５の数は上記＋α
となるものとする。
【００７５】
　第二光コード５２ａ～５２ｄは、光カプラユニットのコネクタ接続部５７ａ～５７ｄに
接続されている。各コネクタ接続部５７ａ～５７ｄは、それぞれ３２心分の光アダプタを
有している。第二光コード５２ａ～５２ｄは、第二光コード束５３として光コード配線ス
ペースに縦配線された後、所定の位置で分岐され、対応する光スプライスユニットのコネ
クタ接続部５８ａ～５８ｄ（それぞれ３２心分の光アダプタを有している）にコネクタ接
続されている。第二光コード５２ａは光スプライスユニットのコネクタ接続部５８ｄに、
…、第二光コード５２ｄは光スプライスユニットのコネクタ接続部５８ａに接続されてい
る。
【００７６】
　第一光コード５４ａ～５４ｄは、各光スプライスユニットのコネクタ接続部５９ａ～５
９ｃに接続されている。各コネクタ接続部５９ａ～５９ｃは、それぞれ３２心分の光アダ
プタを有している。第一光コード５４ａ～５４ｄは、各光スプライスユニットの余長棚で
横配線されるとともに、第一光コード束５６として光コード配線スペースに縦配線されて
いる。
【００７７】
　図６の比較例において、光コード配線スペースに縦配線される光コードの束５１は、第
二光コード束５３と第一光コード束５６とを合わせた５１２心＋αとなることが分かる（
１２８＋（９６×４）＋α＝５１２＋α）。
【００７８】
　以上、本発明は、光コード配線スペース９（図１参照）に縦配線される光コードの束を
上記比較例と比べて１２８心分少なくすることができる（大幅に減量することができる）
。これにより、ラック２内の配線収容量を緩和することができる。
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【００７９】
　また、本発明は、両端にコネクタを設けた光コードの削減につながり、結果、コストダ
ウンを図ることができる。また、コネクタ接続部分の削減によってもコストダウンを図る
ことができる。
【００８０】
　この他、本発明によれば、光コード配線スペース９（図１参照）に縦配線される光コー
ド束の量を減らせることから、ラック２（図１参照）の横方向の幅を狭めて小型化を図る
ことができる。また、本発明によれば、第一光コード束６と第二光コード７とに分けられ
ることから、回路切替に伴う光コードの回線番号を判別し易くすることもできる。
【００８１】
　上記説明において、スプライスユニットフロントパネル２５は、図７（ａ）に示す如く
、スプライスユニットアダプタ部２６と、アダプタ非設置部２７とを有している。スプラ
イスユニットアダプタ部２６には光アダプタ列２８が１２個並び、アダプタ非設置部２７
には開口部２９が形成されている。アダプタ非設置部２７は、開口部２９の左隣に空きス
ペースを有することから、図７（ｂ）に示す如く、光アダプタ列２８の間隔を広げても良
いものとする。図中一番左側の光アダプタ列２８の横には、特に図示しないが、１～８の
回線番号が記されている。また、…。また、図中一番右側の光アダプタ列２８の横には、
８９～９６の回線番号が記されている。
【００８２】
　尚、図７（ｃ）は比較例である。図７（ａ）と比べると、本発明の特徴を有しない場合
は、ユニットのほぼ全面がアダプタ部になってしまう。このため数多くの光アダプタが必
要になることが分かる（光アダプタ列の横には、特に図示しないが、１～１２８の回線番
号が記されている）。
【００８３】
　この他、スプライスユニットフロントパネル２５は、図８（ａ）に示す如く、光アダプ
タ列２８の数を減らしたり、スプライスユニットアダプタ部２６の両側にアダプタ非設置
部２７を形成しても良いものとする（アダプタ非設置部２７の前には第二光コード用挿通
孔１１が形成されるものとする）。さらに、図８（ｂ）に示す如く、光アダプタ列２８の
間隔を広げても良いものとする。
【００８４】
　本発明は本発明の主旨を変えない範囲で種々変更実施可能なことは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の光配線盤の一実施の形態を示す図であり、（ａ）は光配線盤の模式的な
構成図、（ｂ）は第一光コードと第二光コードとが交差する部分の模式図である。
【図２】光接続ユニット装置の斜視図である。
【図３】光接続ユニット装置の配線状態を示す図であり、（ａ）は光スプライスユニット
の模式的な配線図、（ｂ）は光カプラユニットの模式的な配線図である。
【図４】アダプタ非設置部をこの上方から見た斜視図である。
【図５】光スプライスユニットをスライドさせた状態の斜視図である。
【図６】比較例の光接続ユニット装置の模式的な配線図である。
【図７】スプライスユニットフロントパネルの正面図であり、（ａ）は図２で採用したも
のの正面図、（ｂ）は変形例の正面図、（ｃ）は図６の比較例で採用したものの正面図で
ある。
【図８】スプライスユニットフロントパネルの変形例を示す正面図であり、（ａ）、（ｂ
）はアダプタ非設置部を二箇所設けた状態の正面図である。
【符号の説明】
【００８６】
　１　光配線盤
　２　ラック
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　３　光接続ユニット装置
　４　第一光コード束
　４ａ、４ｂ　第一光コード
　５　第二光コード束
　５ａ　第二光コード
　６　第三光コード
　７、８　一側部
　９　光コード配線スペース
　１０　余長棚
　１１　第二光コード用挿通孔
　１５　光カプラユニット
　１６　光スプライスユニット
　１７　ユニット本体
　１８　カプラユニットフロントパネル
　１９　余長棚
　２０　カプラユニットアダプタ部
　２１　光アダプタ列
　２２　光コード束ホルダー
　２２ａ　枠状本体部
　２２ｂ　抜け止め部
　２４　ユニット本体
　２５　スプライスユニットフロントパネル
　２６　スプライスユニットアダプタ部
　２７　アダプタ非設置部
　２８　光アダプタ列
　２９　開口部
　３０　余長
　３１　壁
　３２　第一光コード用横配線部
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